
2023.10実施　　　自治会運営についてのアンケート集計結果
Ｂ地区藤沢自治会

1 アンケートにご記入いただいているあなたの年代をお聞かせください

40代以下 15 10.64%

50代 11 7.80%

60代 15 10.64%

70代 54 38.30%

それ以上 46 32.62%

合　計 141 100.00%

2 ご自身の状況をお聞かせください（次回役員順が回ってきたら？）

大丈夫 16 11.59%

何とか 22 15.94%

やや不安 28 20.29%

不安 72 52.17%

合　計 138 100.00%

3 行事等の減少に併せて役員の数を減らしたいと思いますがいかがですか？

賛成 130 94.20%

反対 8 5.80%

合計 138 100.00%

4
役員の選出方法をこれまでの17街区からの輪番制を基本にしつつ、街区ごと
に違う輪番間隔の差の解消を図りたいと思いますがいかがですか？

賛成 123 89.78%

反対 14 10.22%

合計 137 100.00%

5 他の役員の選出方法として、自治会全体での立候補制が考えられますが、
その場合にあなたは立候補するお気持ちがありますか？

ある 4 2.90%

ない 134 97.10%

合計 138 100.00%

6
役員の負担軽減策として、役員の業務を支援する「役員サポート隊」や
事務的業務を請け負う「事務局」などが考えられますが、その場合にあ
なたは支援活動をするお気持ちがありますか？

ある 24 18.05%

ない 109 81.95%

合計 133 100.00%



２、不安の理由

①高齢（健康・体力・気力・能力の衰え）のため　43名　　⑤ＰＣやインターネットを使えない　　2名

②自身の病気や介護のため　　　　　　　  　13名　　⑥乳幼児を育児中  　　　　　　　　   ２名 
③仕事（土日も勤務など）のため　 　　        ５名　    ⑦その他　　　　　　　　　　 　　　  5名

④留守がちのため　　　 　　　　　　　　  2名

 ３，役員数を減らすことについて

①どちらでも良いが仕事量を減らして欲しい

②自治会の本来の機能を落とすのは惜しい

③過負荷にならないように

④減少した行事が知りたい                                                                    

４．街区ごとに違う輪番間隔の差の解消

①17街区全体を見て平等な区の統合にして欲しい

②変更には、毎年状況が変動する中、平等感が維持できて、
長期間変更後のルールが維持できないと混乱する。

６．自治会の支援活動についてのご意見

①現時点では内容による。定年後であれば可能

②必要と思われる場合に限る

③自分に合った役割であれば支援活動が考えられる

④協力できることがあれば、サポートする

⑤気持ちはあるが、実際にサポートは厳しい

７．自治会運営についてのご意見

①一定の年齢以上は除外する

②役員を減らすと、一人当たりの仕事量が増大する

③行事の負担を減らしてほしい

④役員の人数を決めて活動できる範囲を決めればよいと思う

⑤自治会活動そのものの絞り込みが必要

⑥街区の回覧集金広報配布等の仕事のみなら協力できる

⑦子供たちを防災訓練に参加させる計画を立ててほしい

⑧自治会運営にあたっては、人と人とのコミュニケーションが大事、
無理のない、会員同士での散歩、遠足、鑑賞会、お茶会などの開催はいかが。

⑨この役員選出問題については、いくら議論を重ねてもベストな解は見つ
からない、プロジェクトチームを作り、その英断に従いたい。

⑩福祉の仕事の中で、お祝い品の配布も負担となっていると思います。
高齢化が進む中、お祝い品の必要性があるか疑問です。

⑩若い住民に委託する。ある程度の委託料を、別途支払う。

⑫第41期に提言している、提言書を再度、添付します。
ステップⅡ・Ⅲに移行も検討が必要な時期ですので、以前のアンケートも是非、
見直してください。同じことを言っていましたので。


